
1.実践の概要

本校は､八ヶ岳の西の麓に位置し､雄大な裾野を持っ八ヶ岳の鮮やかな四季の変化に包

まれている｡ かっては県下有数のマンモス校であったが､分離や生徒数の減少もあり､現

在では全校生徒数400名､各学年4学級の中規模校となっている｡
生徒は､落ち着いた雰囲気の中で学習や生徒会活動 ･部活動等に取り組んでいるが､一

方では活気の面でやや物足りなさを感じることも否めない｡授業では､教師の話を静かに

聞いたりノートに書くことは出来るが､いざ ｢あなたの考えは?｣と問われると､反応出
来る生徒は限られてしまう｡つまり､知識や情報の ｢受け手｣だけで終わって (満足して)

しまい､｢発信者｣となるために自ら積極的に動く姿がなかなか見られないのである｡

本校社会科では､｢広い視野を持った生徒の育成｣を大きなテーマとして取 り組んでき

たが､このためには､｢情報の積極的な受け手｣であると同時に ｢情報の積極的な発信者｣

でなくてはならない｡これはまさにNIEで目指す ｢情報活用能力の育成｣と基本的に一

致するものであろう｡

そこで､NIEの実践校に指定していただいたことをきっかけにして､｢広い視野を持っ

た生徒の育成｣のために ｢NIE｣をどのように活用できるかを初年度の実践研究の柱と

して考えて9月からの活動を進めた｡

NIEの活動を実施する前の昨年4月に､3年生67人に新聞の購読等についてアンケー

トをとったところ次のような結果となった｡

[問1]｢あなたの家では新聞をとっていますか?｣
○はい -64人 (96%)
○いいえ - 3人 (4%)
※以下の問は [問1]で ｢はい｣の人が答えたもの｡

[問2]｢どの新聞をとっていますか?｣
○信濃毎日 -16人 (25%)
○朝日 -8人 (13%)
○読売 -6人 (10%)
○毎日 -1人 (2%)
○中日 -0人 (0%)
○日本経済 -1人 (2%)
[問3]｢どのくらい新聞を読みますか?｣

○だいたい毎日 -17人 (26%)
○時々 -44人 (69%)
○めったに読まない- 3人 (5%)
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○市民

○長野日報

○産経
○その他

-4人 (6%)
-37人 (58%)
-0人 (0%)
- 2人 (3%)

○どの新聞か? -10人 (16%)



[問4]｢どの記事を読みますか ?｣
○テレビ欄 -58人 (91%)

○スポーツ欄 -31人 (48%)

○長野県 ･諏訪地区 ･茅野市関係

-27人 (42%)

○政治欄 -6人 (9%)
○外国のニュース欄･･･9人 (14%)
○経済欄 - 4人 (6%)

○その他 -16人 (25%)

これらの数字が､NIEの活動を実践した後どのように変わったかについては ｢4.莱

践の感想と今後の課題｣で述べたい｡

2.新聞の置き場所と整理の方法

図書館に新聞コーナーを設置 (資料 1) し､図書館司書及び生徒会図書委員の生徒が新

聞を管理 ･整理 した｡当日の新聞だけでなく､ 1週間分の新聞も見 られるようにした｡

(資料2)

3.実践の内容

実践 1年目ということで､何からやったら良いのか見当がつかず､とりあえずできそう

なことを手探りで進め､下記のような活動に取り組んでみた｡具体的な活動内容について

は-

(A)図書館に新聞コーナーを設置

(B)本校に関わる新聞記事を職員室前の廊下に掲示 (資料 3)

(C)学年通信の資料としての新聞の活用

(D)世界地理の学習の導入における新聞の活用

(E)古い新聞を使っての歴史の授業

(F)タイムリーな記事の活用 (社会 :歴史 ･地理 ･公民/理科/家庭科等)

(G)国語の授業でのコラム･社説等の利用

-などがあげられるが､ここでは特に (F)から二つの実践について概略をまとめておき

たい｡

(1)公民の ｢民事裁判｣と ｢刑事裁判十を学習の場面で

①教科書による理解

公民の教科書には､民事裁判と刑事裁判の違いについて､｢裁判には､民事裁判 と

刑事裁判があります｡民事裁判は､貸したお金を返 してもらえないとか､建てた家に

欠陥があったとかなど､私人の間の争いについての裁判です｡(中略)刑事裁判は､

他人のものを盗んだり､わいろを受け取ったりする犯罪行為について､有罪 ･無罪を

決定する裁判です｡｣と書かれている｡また､教科書に載っている図 (資料4)から､
二つの裁判の違い及びそれぞれの裁判の流れ ･手続きを理解することができる｡

②授業における補足説明

二つの裁判をより端的に区別するためのポイントとして､｢犯罪が発生 し､警察が

関われば刑事裁判につながる｡｣ことを説明する｡

以上の① ･②によって､表面的には裁判に ｢民事裁判｣と ｢刑事裁判｣という2種

類の裁判があることを理解するが､このような具体性の乏しい学習内容では､実際に
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は ｢民事裁判｣と ｢刑事裁判｣の区別はなかなかなされない｡

③実際の裁判に関わる新聞記事の活用

裁判の学習に入る2週間ほど前に､｢新聞に載っている裁判に関わる記事を､なる

べくたくさん切り抜いておきなさい｡｣という指示を与えた｡実際に裁判の学習に入っ

た時､多くの生徒が10件以上の裁判の記事を集めてあった｡

そこで､｢集めた記事を､民事裁判と刑事裁判に分けてごらん｡｣と指示すると､例

えば次の二つの記事-

○資料5:｢父の失脚恐れ不正｣
(平成15年11月29日 長野日報)

○資料6:｢団体事故保険金遺族に請求権｣
(平成15年11月29日 長野日報)

･･･を集めてあった生徒の場合､どちらも刑事裁判として分類してあった｡一般的に､

生徒の意識としては ｢裁判-刑事裁判｣と考える傾向がある｡これは､テレビ等で見

る裁判の場面のほとんどが ｢刑事裁判｣のものであり､更には ｢民事｣という考え方

が生徒には難しい面もあるからであろう｡その結果､授業における教師の説明を聞い

たり教科書の記述を見た後でも､資料5及び資料6が ｢民事裁判｣であるか ｢刑事裁
判｣であるかを区別する場合に､チェックすべきポイントに目が向かず､なんとなく

どちらか-多くの場合 ｢刑事裁判｣と答えることになる｡

そこで､資料5及び資料6をクラス全体で取り上げ､｢刑事裁判｣であるか ｢民事

裁判｣であるか､その理由も含めて問うてみた｡その結果､資料5の新聞記事に書か

れている用語と教科書に出てきた用語を見比べながら､多くの生徒が ｢刑事裁判｣で

あるとし､その理由として､新聞の記事から具体的に-

･政治資金規正法という法に達反して罪に問われているから｡

･検察が関わっているから｡

-･という二つの点をあげることができた｡

これに対 して資料6を ｢民事裁判｣と考えた理由としては-

･静岡県の女性が大阪の会社を訴えていて警察や検察が出てきていないから｡

･有罪とか無罪とかではなく､お金の支払いを求めているだけだから｡

-等が出された｡

このように具体的な状況を与えること､この場合には ｢新聞記事｣をもとに考えること
によって､生徒は学習した知識と目の前の事実･をっなげながら､情報 (知識)を ｢見る｣

｢聞く｣段階から ｢理解｣へと進むことが出来ることが分かる｡｢刑事裁判｣と ｢民事裁判｣

の区別を明確に理解する点で､新聞記事から具体的に考える方法は､特に授業や教科書か

らの読み取りだけでは理解の浅い生徒に大変有益なものとなった｡

(2)公民の ｢人権｣を学習する場面で

｢人権｣について一通り学習し､そのまとめとして次の課題を与えた｡｢これまでみな

さんは人権について学習してきましたが､そのまとめとして人権に関する新聞記事を一つ

取り上げ､それをテーマとして自分の考えを書きなさい｡｣
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日本国憲法の ｢基本的人権の尊重｣から始まって､｢人権｣についての学習を進めてく

ると､｢人権｣は最大限尊重すべきものという意識を持っようになっている｡ しかし､現

実には ｢人権｣と ｢人権｣がぶつかり合う事態も発生してくる｡今回のレポートでは､そ

の点に注目して､｢人権｣の持っ難しさに注目出来た生徒が少なくなかった｡その中から

二つのレポート (資料7･8)を紹介しておく｡ いずれも ｢知る権利｣と ｢プライバシー｣

のぶつかり合いであるが､中学生の意識として､どちらかというと ｢プライバシー｣の方

を重く考える傾向があるのは否めない｡しかし､単に ｢人権-大事なもの｣という意識で
はなく､このような ｢人権｣と ｢人権｣のぶっかり合いについて考えることによってこそ､

｢人権｣についての認識 ･理解が深まることは

確実である｡結論が出なくとも､このように考える機会を持っ面で､新聞記事に含まれる

エネルギーは大きいと言える｡

4.実践の感想と今後の課題

NIEの実践研究初年度ということで､とりあえずは新聞が生徒の目に触れる機会を多

くすることを考えた｡社会科や国語科のように､授業で日常的に使える教科もあれば､数

学のようにちょっと頑をひねってしまう教科もあるが､ほとんどの教科でチラッとでも扱っ

ていただくことが出来たのは収穫であった｡

大上段に振りかぶってNIEを扱うのは難しいが､学習のサポート役としてチョコチョ

コと扱うことを積み重ねることで､生徒の目も新聞を通して社会に向けられるものと思う｡

最初に紹介した4月のアンケートと同じ内容の質問を2月に行った結果は次のようになっ

た｡

[問3]｢どのくらい新聞を読みますか?｣
○だいたい毎日 -24人 (38%)
○時々 -38人 (59%)
○めったに読まない- 2人 (3%)■
[問4]｢どの記事を読みますか?｣
○テレビ欄 -59人 (92%) ○政治欄 -12人 (19%)
○スポーツ欄 ･･･31人 (48%) ○外国のニュース欄･･･15人 (23%)
○長野県 ･諏訪地区 ･茅野市関係 ○経済欄 -5人 (8%)

-36人 (56%) ○その他 -15人 (23%)
中学生にとって､正面から ｢新聞を読もう!｣と言ってもなかなか難しい｡必要に迫ら

れて ｢テレビ欄｣を見るのが精一杯である｡しかし､新聞を読むことで自分の知らなかっ

た世界を知る機会が与えられたり､学習を深めるきっかけとなったり､個人的に何かひっ

かかりがあるものを見つけた場合には､意外と新聞に興味を示す場合が少なくないことが

分かった｡

しかし､十新聞の面白さ｣をより多くの生徒に意識化させていくためには､一味違った

NIEを-と考えつつも､ついっい平板な進め方になってしまったので､次年度は､｢新

聞の活用の仕方にはこんな方法もあったのか !｣と思えるような方向へ進められたらと大

きな願いを持っている｡
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平成15年度､NIE推進協議会のご配慮により､新聞の提供をしていただいたこと､様々

な資料を提供していただいたことには深く感謝したい｡

【資 料 1】

【資 料 2】

-52-



【資 料 3】

【資 料 4】
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長
は

｢災
害
補
償
金
に
充

て
る
な
ら
従
業
員
や
遺
族
の
利

益
に
つ
な
が
る
た
め
同
意
が
な

く
て
も
契
約
は
有
効
｣
と
指

摘
｡
会
社
側
の
保
険
料
負
担
な

ど
を
考
慮
し
て
支
払
額
空

二
千

万
円
と
し
､
葦

勤
務
莫

に
強
い
た
安
全
配
慮
義
務
違
反

と
し
て
五
百
万
円
の
損
害
賠
償

を
認
定
し
た
｡

-

海
E!-



盤
E
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0
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2
0
互

近
年
､
犯
罪
の
低
年
齢
化
が
著

し
く
進
み
､
今
年
七
月
に
長
崎
市

で
起
き
た
男
児
誘
拐
投
入
事
件
で

は
､
加
害
者
は
十
二
歳
の
少
年
で

L
LJO
我
々
が
現
S
で
PJ者
を
し

て
い
L
J時
代
に
は
､
想
故
も
つ
か

な
い
よ
う
な
事
件
が
頻
発
し
て
い

ま
す
o
そ
の
よ
l壷

-
件
を
報
道

す
る
B
'
少
年
の
人
格
や
プ
ラ
イ

蔑
亮
薪
岬
社

滝鼻編集主幹

あいさつ

【楯
萱

7
】
t

【柵
茸
8
】
Q)帥
EC
tJ:
U

Tc
蛍
或
叫E
珊

人
権
守
わ
つ
つ
ぎ
ら
ぎ
ら
の
取
材

バ
シ
ー
､
さ
ら
に
は
蒙
族
や
周
辺

実
費
や
大
将
が
つ
か
め
な
く
な

1
ヰ
の
巴
者
や
デ
ス
ク
に
対
し

こ
う
し
た
事
件
が
毎
日
の
よ
う
に

の
プ
ラ
イ
バ
シ
I
を
原
書
し
な
け

り
､
ひ
い
て
は
監
事
そ
の
も
の
の

て
噂

ざ
れ
き
り
ま
で
取
材
を
拭

枕
発
す
る
と
､
ど
う
し
て
も
取
材

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
す
o

焦
点
が
ぼ
け
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ

み
LJう
え
で
､
ど
こ
ま
で
報
薄
す

が
手
前
で
存
わ
っ
て
し
ま
う
の
で

し
か
し
､
だ
か
ら
と
い
っ
て
､
取

る
た
め
､
非
常
に
悩
ん
で
い
る
と

る
か
を
考
え
て
監
事
に
す
る
よ
う

は
な
い
か
O
取
材
を
お
ろ
そ
か
LJ

材
を
手
控
え
過
ぎ
る
と
､
事
件
の

こ
ろ
で
す
o

裁
く
指
示
し
て
い
ま
す
oし
か
し
､

す
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
､
お

の
す
と
.q
一
が
ち
に
な
り
､
事
件

の
深
い
部
分
に
触
れ
ず
に
拝
わ
っ

てしまうのではないかという

不

安も抱い
ています｡

太
目
は
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て

十
分
に
lti
_
を
等

そ
の
括

異
を
､
こ
れ
か
ら
の
報
せ
や
故
材

方
法
L)反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と

患
っ
て
い
ま
す
｡

報
道
と
人
権

･プ
ラ
イ
バ

査葺
第6号

読
売
新

聞東京太社の斬Ⅶ監査古員会が書問を

委
嘱
し
て
い
る
竹
田
稔
､
毒

立
子
､
喝
部
政
男
の
三

氏
4
'
‡
主
翼

七
氏
に
よ
る
r#
六
回
合
同
会
-
ニ

が
こ
の
ほ
ど

閑か
R

JO
今
回
の
主

寧
丁-マ
は低
牢

ai化
が
並
む
少
年
事
件
｡
人
格
と
プ
ラ
イ
バ
シ
I

に
配

I
し
っ
つ
､
い
か
に

大井
に迫っ
た
頼

l
貫

-

するか
に

つ
い
て
､
活
発
な
ー
義
が
交
わ
さ
jX
J.
外
来
容

(カ

タ
カ
ナ
岳
)
を
日
本
清
に
I
7い
洗
え
重

銭
の
取
り
も

みについてqt
晃
が
寄
せ

奉
り

徹底取材と慎重な判断
Anf
で
誓

す
､
隼

社
会

部
長
が
､
嘉

加
書
者
や
被

青
春
と
な
る
事
件
を
頼
#
す
る

書
'
ど
こ
ま
で
飴
み
込
ん
で
書

くか､立ち止まって考え込

や

全ノ
な
判
断
の

推しい
ケー

ス
が
沖
え
て
い
る
と
し
て
､

具

仕
的
な
事
例
を
も
と
に
現
S

の

苦
悩
を
報
告
し
LJO

t
初
に
事
げ
た
事
例
は
､
今

年
七
DF

十
二
歳
の
少
年
が
四

t
の
男
児
を
穀
専
し
た
と
し
て

f*
さ
れ
､
社
会
に
大
き
な
ホ

事を与
え
LJ長
S
市
の
■
件
｡

長&ままは
九
月
二
十
九
日
､

加青少年を児_
自
立
支
点
沌

投に董するこ義めた
5'そのV決定の頚由
な

どを声旨にして公表しLJO

この決定胃はかなり肝

細で､男児に対する具体的

な一行内容もた遷されてい

た.木板はそれまでrハサ

rrrで男児の体の-都をヰつ

けた｣な毒
してきた

が､新LJに公表された決定

-盲に従い'さらに肝しく

報じるか否かが社内で七&

になったol面や社会面の

堅Iのほか､決定-旨もほ

ほ全文を蛮したが､轄局､

rはさみをt入し､t汚し

た｣との責にとどめLJ.

J蒔部長は｢■件の全膏が

伝わらないのではという太

兄もあったが､抑専少年の

内面の状況などを書くこと

で事件の本宅を理辞しても

らうことも可能だし､何よ

り並族感tへの配書を書先

LLJJ島べた｡
安まの決定要旨に唱少

年が持
つ

兜護青の異性的

名称も書かれていた｡しか し
､
本
紙
l
面
の
F
事
埠
､
そ

の
具
体
的
名
葉

す
､r対

人
阿
蘇
に
間
菅

伴
う
轟
遵
t

書
｣
と
の
表
現
に
と
ど

め
LJ

.

そ
の
う
え
で
､
発
達

舌の中

身
に
つ
い
て
島

外
的
刺
#
を

処
理
す
る
能
力
が
限
定
さ
れ
て

い
壷

善
書
の
心
付
を
患
い

や
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
対

人的共肝性に
乏
し
い
ー

な

どと決定声旨を引いて具体

的
に

宅述LLJ
｡

こ
の
葺

■
t
と
し
て
､
ね

f
証
左
は
､
研
究
者
な
ど
か
ら

｢
(具
仕
的
名
称
を
)
暮
か
な

い
で
ほ
し
い
｡
犯
井
と
括
び
つ

き
､
独
り
歩
き
す
る
荒

が
あ

る
｣
と
の
指
姑
が
あ

っ
た
こ
と

を
明
か
し
た
う
え
で
､

｢少
年

の
症
誓

ち
ん
と
税

LJつ
い
て
■
同
や
書
暮

れ
に

息
晃
を
求
め
LJ.

竹

田
氏

は
｢少
年
事
件

報
土
で
喝

少

年
が
誓

書
の
_
合
と
加
善
書

の
書
合
と
の
二
つ
の
#
点
か
ら

棟
肘
す
る
必
芳

あ
る
J
嘉

P殻書巻の一合時報並

によっ
て二暮の披書
が発生

す
孟

れ
が
薯

た
め
､
｢細

心
の
墜
I
蒼
払
っ
て
頼
斗
す
る

こ
と
が
整

蒔

R

JL
と
L

LJ.
1
万
､
加
古
書
の
*
合
に

は
､
少
正
丁法
に
よ
っ
て
本
人
と

推
淵
で
き
蓋

立
が
♯

じ
ら
れ
て
お
り
､
｢輩

の
ヰ

1
B
t.そ
の
た
め
に
は
､た
だ
頼

蓋

え
れ
ば
い
い
と
い
う
も

の
で
は
な
く
､
し
っ
か
り
と
取

材
を
し
て
お
く
必
芋
が

あるこ

と
指
t
L
LJoそ
の
う
え
で
､

長
f
市
の
空

重

入
事
件

に
一畳
し
､
加
書
豊

盲
児
士

自
立
轟

に
蓋
守

る
と

毒

せ
歪

雷
な

毒

筆
し
た
こ
と
に

ついて､｢害
毒誉考え

更えで
'非常に
上蓋

壬
だ
っ
LJ｣
と
苧

壷

っ
LJO

長
鳥
氏

は
｢性
犯
井
の

叢
書
に
つ
い
て

は
､
も
っ
長

っ
蔓

関
係
を
稚
半
す
べ
き
だ
｣
と
の

見
菅

示
し
LJO

そ
の
耳
由
と
し
て
長
鳥
氏

は
､
被
書
者
や
嚢

に
配
I
し

た
確
萱

書
で
き
る
と

し
っ
つ
も
､
性
的
被
書
を
受
け

た
萱

が
､
生
お

叫

見
に
さ
ArqtJれ
る
こ
と
で

､さ

ら
に
つ
ら
い
思
い
を
す
る
と
い

う
且
輔
そ
の
も
の
を
な
く
す
車

力I主事だ島tLLJ0

位
犯
E
の

相並で
は｢いLJ

す
ら
を
し
た
｣
と
い
蓋

あ
い
ま

い轟

使
わ
れ
る

こ
と
か
多
い
｡
是

氏
は

表

音
書
に
落
ち
度
が
な
い
S
合

唱

t
を
頚
っ
て
生
き
て
い
け

量

だ
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
｡
そ
の
た
め
に
も
､
日
本

社 会
全
体
が
f
格
的
な
受
け
止
め

方
か
ら
脱
却
し
な
い
と
い
け
な

い
｣
と
ま
ね
て
指
靖
o

｢は
っ

き
り
と
犯
罪
の
裁
Q
性
や
反
社

会

性を世に問う
労
力
が
必
辛

だ
｣
と
括
ん
LJ.
喝部氏
は､扶売新邪
の少年事件相

並
に
つ

いて｢お
おむね妾当

な
形
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
｣
と

T
定
の
評
価
を
下
し
LJう
え

で
､
｢控
え
目
に
な
り
す
ぎ
て

い
る
面
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
し
壷

文
を
付
け
LJ.

具
体
的

には長
持
市
の
事

件

の

家裁決定を
事
げ
､

｢裁

判

明
す
れ
ば
事
娃
足
り
る

のではないかと判斬

した
｣

と岳っLJ.

点
近
目
立
っ
て
い
る

小中
学
生
の
連
れ
去
り

事件
の
類
書

丁
-
マ

にな
っ
LP
先
月
二
日

に前
菜

村
上
市
の
中

三女
子
比
重
が
連
れ
去

られ
た
事
件
で
は
当

初
､
披
専
者
の
実
名
と

竹
田氏
家
裁
決
定
詳
報
､意
味
あ
る

長尾氏
犯

罪

の

残

虐

性

明

ら

か
に

署

氏

読

者

に

考

え

る

素

材

提

供

写
夫
を
袖
鞍
｡
学

に
f
稚
理

誓

呼
び
か
け
る
点
味
合
い
も

詮

て
の
こ
恵

､
★
事
原

書
さ
れ
た
牡
ty

｢誓

者
の

薫

け
る
恐
れ
も
あ

る｣
と
し
て
L
[名
に
切
れ
奮
え

LJoこのほか､
t
し
い
‡
択
を

迫Lhあるの喝任
的
被
さ
を

受けているケース｡被
青
書

の名雪伏せて性的被告の

実態に触れるべきか､実名

を出して鼓書を伏せるべき

か.加草書が性犯kの帯青

書だった書合､そのことを

書くと､蓋書皇｢回も

受けたと有推される恐れは

ないか､といっ岳に突

き当たるか島｡
考部長は'こうした点 毒

嘆という少年法のF沖

に

沿った稚並が求められ

る
｣

と述べLJ.

少年事拝辞竺妻
とI]

よ

に轄び付いているケース

材

少なくない.それだけに

｢t

味本位や宗
士義
にと

ら
わ

蓋
並にぬらす'よ

り
良

いM
を蔓
作るかと

い
う

視点かAhゐ同l遷
丘が

はり′くまさお
堀部政男氏
中央大法学も救捷(I書
確モ去)､一能大名f柑

I.1.:7.:;'}'':L1.,I.i.t..,I.㍉
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所
が
持
せ
し
て
い
る
も
の
ま

で
､
内
幸
の
一
帯
を
削
っ
た
の

噂

Fこ
こ
ま
で
抑
榔
的
に
な

る
必
要

か
)
と
■
U

LJL
壷

ベ
LJO

八g
事
件
皇
甲
心
と
す
る
犯

罪
そ
の
も
の
の
廿
加
に
つ
い
て

も
溢
れ
､
r日
土
人
の
窮
屯
暮

I
が
暮

化
し
て
い
草

)A
lが

原
田
蒜

な
い
か
｣
と
分
析
｡

叫#,廿人妻垂に並

み
､

子急
募

e
車
化
し

て

兼
の
日

等
な
っ
た
こ

と
や
､
琵

l編
化
の
並

行
'
手
兵
の
早
&
ぶ
り
も
夫
き

な
芦

な
っ
て
い

さとし､

｢こ
れ
′妄
考
え
る
兼
材
を
､

新
竹
が
壁
I
に
l課
す
季

Jと

が
t
R

JJ
島

ベ
LJo

さ
ら
に
'
七
月
に
兼

京
･
赤
坂
で
撃

た
小

六姦四人の転群▼

件
で

噂､女児
LJちの

暮
ら
す
茸

に
熊
井

蛮

劃
し
､
屯
材
か
.I

熊
す
る
｢メ
デ
ィ
ア
ス

ク
ラ
ム
｣が
起
き
て
い

た
垂

こ
う
し
た

同
■
に
つ
い
て
も
祇
面

を
巾
い
て
､
撃

た

す
る
必
景

あ
る
の
で

は
な
い
か
｣
と
丘
A

Jo

審
妻

員

か
ら
も
様
々

な
書
見
が
出

LJ.甲
空

W

rt
女
一
行
｣

な
ど
の
性
犯
t
用
一
に
つ
い

て
､
在
京
寿

萱

ノ
に

夢

し
て
い
歪

べ
た
と

こ
ろ
､
寮

琴

二
一
日

に
｢す
や
か
蓋

っ
て

い
る
｣と
の
分
析
を
技
歴
｡

r婦

軸

!朋.,L':
::;1]
:

競売では便
わざるを
得ない

*
合
の
ほ
か
は
使
っ
て
い
な
い

と
の
分
析
轄
黒
も
栢
介
し
L
Jo

そ
の
ラ
ス
で
､

｢井
田
レ
イ

プ
す
る
人
掌

だ
元
気
が
あ
る

か
ら
い
い
｣
と
い
う
政
治
家
の

同
芳

書
を
引
用
し
､｢も
し
､

レ
イ
プ
で
な
く
､
_
益
と
い
う

吉事ならrlP気があってい

い
』

なんて
だれも嘗わない

と
患
う
｡
レ
イ
プ
と
い
う
､
あ

い
ま
い
な
外
来
誇
基

う
か
ら

気
安
く
言
っ
て
し
ま
う
面
が
あ

る
こ
と
指
確
り
そ
の
吉
葉
が
異

姓
的
に
ど
ん
な
行
為
を
点
咲
し

て
い
る
の
か
､
A
Sむ
こ
と
自
体

が
人
仰
の
一
よ
の
白
井
に
つ
な

が
茎

ノ
な
､
男
性
は
女
性
に

対
し
て
こ
う
い
う
責

を
と
る

べ
き
だ
と
い
う
自
火
を
促
す
よ

うな監事にできないもの

か
､
と

推辛LL
J｡

長
f
の
事
件
の
監
事
L)つ
い

て
､
｢悪

の
状
況
が
よ
く
分

か
急

い
な
,U
思
い
な
が
ら
玩

ん
で
い
た
｣
と
担
り
返
っ
LJの

は
暮
盛
氏
.
被
専
着
を
一
つ
け

た
く
な
い
と
い
う
患
い
か
ら
､

事
臭
の
雲

署
♪
ち
す
る
か
差

し
迫
っ
た
卦
薪
を
す
る
の
だ
ろ

嘉

､
後
々
､
そ
の
判
断
が
良

かったかどうかはN:考すべ

き

点があ嘉
淋しLJ.

そ
の
理
由
に
つ
い
て
t
盛
氏

I等

点
初
の
事
実
が
は
っ
き
り

書
か
れ
て
い
な
い
■
台
に
､

｢
(鼓
で
幸

す
る
)
*
旺
記

事
の
考
群
も
行
嘉

か
な
く
な

套

あ
る
と
す
れ
-考

祈

点
の
萎
ノ
な
部
分
は
し
っ
か
り

活
字
に
し
て
お
く
必
牢
が
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
｣と
述
べ
ー㌔

こ
れ
は
す
い
洗
え
れ
ば

｢ど

こ
か
を
か
ば
奄

そ
れ
が
何

で
あ
っ
た
か
を
珠
で
e
一
化
す

る
必
芳

出
て
く
る
｣
と
い
う

ジ
レ
ン
マ
.
こ
の
点
､
暮
盛
丘

喝

破
専
着
の
名
…

名
か

で
溝
れ
る
空

音
の
悩
み
を
吐

t
L
ーh貞
近
の
表
披
コ
ラ
ム
を

引
き
合
い
に
出
し
'

｢あ
あ
い

う
悩
み
量

に
ぶ
つ
け
る
の

は
と
て
も
い
い
｣
と
d
Zっ
LJO



【資料7】と 【資料8】の元になった新聞記事

事
件
や
事
故
を
取
材
す
る
記
者

た
ち
は
'
人
権
･
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

と
の
潔

で
､
何
を
ど
こ
ま
で
尊

く
の
か
'
ど
の
よ
う
に
取
材
す
る

の
か
を
日
4
'
悩
ん
で
い
る
｡

事
件
報
道
は
､
事
件
に
か
か
わ

り
の
あ
る

r人
｣
を
通
じ
て
社
会

の
あ
り
方
を
見
つ
め
直
す
も
の

だ
｡
蓮

と
人
権
･
プ
ラ
イ
バ
シ

た
い

U

I
が
最
も
厳
し
く

対

時
す
る

金
野
益
を
ど
う
判
断
し
'
調
和
点
を
撰

者
だ
b

で
も
あ
る
｡

る
の
か
｡
聾

者
側
の
視
点
を
ど

メ
デ
ィ
ア
が
ど
こ
ま
で
個
人
情

報
道
と
人
権
･プ
ラ
イ
バ
シ
ー

報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
伝
え
る
か

は
'
メ
デ
ィ
ア
だ
け
の
開
港
で
は

調
和
点
は
社
内
討
論
続
け
る

報
じ
る
こ
と
の
必
要
性
と
と
も

う
反
映
さ
せ
る
の
か
.
そ
れ
を
1

な
く
､
私
た
ち
の
祉
寿

ど
の
よ

に
､
苦

れ
た
側
が
薫
け
る
不
利

番
'
判
断
で
嘗
る
の
は
現
場
の
記

う
な
槽
報
を
共
有
し
､
ど
の
よ
う

な
社
会
を
つ
く
る
の
か
と
い
う
問

題
に
も
つ
な
が
る
｡

朝
日
髭
間
は
､
事
件
報
道
の
あ

り
方
轟

す
る

｢毒

小

書

芸

｣
を
設
置
し
て
い
る
｡
人

権
･
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
を
中

心
に
基
本
的
な
考
え
方
を
確
立

L
t
紀
著
の
判
堅
刀
を
高
め
る
た

め
の
膏

を
進
め
て
い
る
｡
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【資 料 7】
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社 会 科 公 民 プ リ ン ト

☆これまでみなさんは人権について学習してきましたが､そのまとめと

してA_桂に闘士る泉園墓室を一一つ取り上げ､それをテーマとして以下に自

分の考えを書きなさい｡新聞記事は切り抜いてこのプリントの裏に貼り付

け一緒に提出すること｡提出期限は､i且∠_2AJ金工 としますo
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